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防災キャラバン「さいがい科学教室」

「新潟大学Week」における本センターの企画
　新潟大学の活動状況を一般へ各企画などにより紹介する新潟大
学Week（オープンキャンパス）において本センターは「さいが
い科学教室」を2006年11月３日に実施した（写真－１）．「さいが
い科学教室」では，身近なものを使った科学実験を通して，将来
の災害対応の担い手である地域の子どもたちに災害への関心につ
いて持ってもらうことを目的とした．小学生を主な対象とし，日
常生活で手にする素材を多く用いることにより災害をひきおこす
自然現象を理解してもらう科学実験ショーを試みた．開催にあた
りドクター・ナダレンジャーを招聘した．ドクター・ナダレン
ジャーとは独立行政法人防災科学技術研究所の総括主任研究員で
ある納口恭明氏が出前授業や科学実験ショーを行う際のキャラク
ターである．納口氏は雪崩など雪氷に関する災害研究を行うと同
時に，自然災害現象を素材とする科学教育手法の開発に取り組み，
ペットボトルを用いた液状化実験装置「エッキー」や雪崩実験手
法「ナダレンジャー」などを考案している．今回の「さいがい科
学教室」では納口氏の全面的な協力を得ながら行われた．
「サバイバル飯炊き」
　まず本センター玄関前の駐車場において「サバイバル飯炊き（通
称：サバメシ）」を実施した．アルミ缶と牛乳パックにより米を
炊くという企画である．アルミ缶２個を用意し，一つは飯盒（蓋
代わりにアルミホイルを使用）として米と水を入れ，もう一つは
コンロの役割をはたし，短冊状に切り刻んだ牛乳パックは燃料と
なる．牛乳パックは純度の高いパルプにポリエチレンが塗布され
ているため燃料として適しているそうである．親子連れで会話を
しながら工作をして，米が炊きあがる様子は定型の防災訓練等に
はないものであり，キャンプを行っているような雰囲気さえ感じ
られた（写真－２）．開始から30分程度で周辺には米が炊きあが
る香りが漂った．中には小学生だけで上手につくったグループも
みられた．炊きあがった米をうれしそうにほおばる姿は食を用い
た実験の強みであろう．炊きあがりの良さについては大人から驚
きの感想が聞かれ，災害時の手段として一活用されるような気が
した．この「サバメシ」を通して災害時の生活について考えても
らうという意図は伝わったと思われる．
「ドクター・ナダレンジャーによる科学教室」
　続いて第三体育館において，ドクター・ナダレンジャーから雪
崩実験，傘回しによる落石実験，ペットボトルを用いた「エッキー」
による液状化実験，発泡スチロールブロックによるビルの倒壊実
験などが実演された．納口氏がナダレンジャーへ変身すると小学
校低学年などから歓声が上がり，注目度が高まる中でいくつかの
実験が行われた．注目を集めながら実験を試みたり，参加者，聴
衆と対話しながら実演する様子は，今後，小学生など一般を対象として防災教育を行う際に留意すべき一つの形であるように思
われた（写真－３）．
　ドクター・ナダレンジャーによる実演の後は，いくつかのブースに分かれて，小学生自らが身近な材料を工作して実験装置を
つくり，実験によりそのしくみを理解する企画を催した．工作・実験の対象となったのは，ペットボトルによる液状化実験，空
気砲による突風実験，斜面ライダーによる雪崩実験，スポンジを用いた建物振動実験である．
　ペットボトルによる液状化実験は，夏の「おぢやまつり（利雪・遊雪・克雪フェア）」でも行った内容である．ペットボトル
に粒子が均質な砂，水，虫ピン数個を入れ，よく降った後に水平な場所において砂を堆積させ，ペットボトルに刺激を加えると

写真－１　さいがい科学教室チラシ

写真－２　親子でサバメシに挑戦
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堆積した砂の中から虫ピンが飛び出すことにより液状化現象のしくみを理解するというものである．
　空気砲による突風実験は，ペットボトルの筒を途中で切断し，切断した面に風船を取り付け，風船を引っ張った後に手放すこ
とで，ペットボトルの先から出る空気の勢いでカードなどをとば
すことから突風のしくみを知ってもらうように努めた．
　斜面ライダーによる雪崩実験は，紙で作った人形（斜面ライ
ダー）を斜面に滑らせ，後方から空気砲などで風圧を与えたり，
プラスチック粒子を流して人形に影響することを確認するもので
ある．これは雪崩が発生した際に，大きな雪崩は速度が増し，そ
の先を滑る人間（実験では人形）が巻き込まれることをあらわし
たものである．またプラスチック粒子に埋もれた人形を数秒以内
に取り出せないことは実際の雪崩災害における人命救助も成功し
ないことを示している．
　スポンジを用いた建物振動実験は，スポンジを３種類の異なる
長さに切断し，段ボール板など平板に備え付け，平板を揺らすと
振動の周波数により共振するスポンジが異なることを知るという
ものである．スポンジの長さを建物の高さとみなし，周期の短い
振動では低層の建物（短いスポンジ）が揺れ，周期の長い振動が
卓越する場合では高層の建物（長いスポンジ）において揺れるこ
とを認識し，建物にはそれぞれ揺れが卓越する固有周波数のある
ことについて理解することをねらいとしている（写真－４）．
　これらの工作・実験についてはいずれも参加者の興味・関心は
高く，すべてのブースを体験する小学生も散見された．参加者が
それぞれのブースに分散すると想定したものの，すべてのブース
を体験する希望者が多かったために，主催者側はうれしい悲鳴を
あげることになり，工作の準備に忙殺されることとなった．実験
により体験した事象には多くの小学生など参加者は興味を示した
ものの，そのしくみまで理解できた事例は限られたように思われ
る．工作により完成した実験装置や実験に関する解説を十分に行
えなかったことは今後の課題であろう．
「ピンポン球雪崩実験」
　「さいがい科学教室」の締めくくりは，ピンポン球の大雪崩を
体験するという企画を行った．この実験は本センター建物東側に
設営されている雪崩実験施設を会場とした．ドクター・ナダレン
ジャーの解説により，最初はピンポン球１個の雪崩から次第に球
を増やすにしたがって，参加した小学生たちの興味・関心も高まっ
てゆく様子が感じられた．雪崩を直接体験できる最前列は希望者
が殺到した．１万個の大雪崩は流れるピンポン球の音なども迫力
があり，参加者は大いに堪能した様子だった（写真－５）．ちな
みにこのピンポン球による雪崩体験は大学の講義でも行ってお
り，大学生からも好評である．本センターの雪崩実験施設を理解
してもらう観点からもこの実験は有意義であったと思われる．
　最後に参加者で記念撮影を行い，「さいがい科学教室」は終了した．今回は40数名の小学生とその保護者等が参加した．参加
者を増やすためには事前の周知方法などに工夫の余地があるかもしれない．しかし小学校ではあまり学ぶ機会のない災害をおこ
す自然現象に関して，工作や実験を通して楽しく知るという当初のねらいは伝わったと考えられる．「さいがい科学教室」の内
容については，後日地元新聞にも紹介された．末尾になったが「さいがい科学教室」の実施に際して，全面的に協力してくださっ
た納口恭明氏に厚くお礼申し上げたい．なお今回の「さいがい科学教室」に参加した本センタースタッフおよび学生は次の通り
である（敬称略・五十音順）．安藤靖志，和泉薫，卜部厚志，片岡香子，河島克久，栗原靖，鈴木幸治，鈴木正一，田村圭子，
弦巻倫子，野崎元嗣，福留邦洋，山口健太郎．
 （文責：生活安全部門・生活安全ネットワーク分野・福留　邦洋）

写真－３　ドクター・ナダレンジャーによる実演

写真－４　スポンジを用いた建物振動実験

写真－５　ピンポン球１万個の雪崩実験




